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Akoma Ntoso 
：法令・議会情報のための XML スキーマ
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　本稿では、法令・議会情報を記述するための XML
スキーマ、Akoma	Ntoso（1）について、開発の経緯と
目的、EU を中心とした最新の状況について取り上げ
る。紙幅の都合上、技術的な詳細にまで言及すること
はできないが、ぜひ脚注に示した Web ページ等を参
照していただきたい。

【Akoma Ntoso とは】　
　2004 年から 2005 年にかけて、国際連合経済社会局

（United	Nations	Department	of	Economic	and	Social	
Affairs）は、「アフリカにおける議会情報システムの
強化」と題するプロジェクトを行った。立法技術の向
上や議員活動の活性化、一般市民による議会情報への
アクセスの向上に ICT 技術を使うことを通じて、ア
フリカ諸国の民主的な政治を支援するというこのプロ
ジェクトは、2005 年 12 月の全アフリカ議会の決議に
よって「Africa	 i-Parliament	Action	Plan」（2）と名前
を変え、その後も引き続き行われることとなった。
　このプロジェクトの中で技術的側面から重要な役割
を果たしているのが、Akoma	Ntoso である。Akoma	
Ntoso の XML スキーマ（以下、単に Akoma	Ntoso
と書いて、この XML スキーマを指すこととする）と、
文書の一意性を確保するための URI 命名規則、法案
起草のためのガイドラインがセットとして各国で共有
されている。　　
　ここで注意すべきは、Akoma	Ntoso が書誌情報だ
けを記録するのではなく、法令・議会文書そのもの、
すなわち全文を書き下すためのスキーマという点であ
る。具体的には、以下の 5 つを目的としている（3）。

（1）共通の文書フォーマットを定めること
　議会審議や裁判手続きなど、これらの分野では
文書を扱うことによってプロセスが進められる。
Akoma	Ntoso は、XML ベースのファイル形式である
OpenDocument	Format（4）（E489 参照）に基づいて、
議事録や判決文など、様々な種類の法令・議会文書を
扱うための構造と文法を定め、これによって法令・議
会文書の共有と集約の合理化を図ろうとするものであ
る。
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（2）データ交換のための共通モデルを定めること
　どの国であれ、どのような言葉で書かれたものであ
れ、法律や会議録といった法令・議会文書には、そ
れぞれの形式に共通する点がある。Akoma	Ntoso は、
そこに着目している。つまり、これらの文書の取り扱
いが、初めからどの国でも共通の規格に基づいたもの
であれば、データの共有や横断検索、オープンアクセ
スに役立つだけでなく、同じシステムを使い回すこと
で、情報システムに対する開発期間と資金の投資を抑
える、言わば「車輪の再発明を防ぐ」という効果も見
込めるのである。さらに、文書を当初作成した時のソ
フトウェアが何らかの理由で失われたとしても、共通
の規格に基づいたものであれば、他のソフトウェアを
使って編集が可能である。共通の規格に基づいた文書
とすることは、文書の長期可用性を確保することにも
つながる。
　Akoma	Ntoso は、国や言語を問わず、一般的な文
書作成ソフトと同様に文書を作成し、画面に表示させ、
紙に印刷すること、さらにリンクを張ったり、検索エ
ンジンを使用できたりといった、Web 上で扱われる
他の文書と何の違いもないモデルを定義している。そ
れだけでなく、言語の違いや、各国ごとにある法的慣
習にも対応する拡張性も備えている。

（3）共通のデータスキーマを定めること
　Akoma	Ntoso が扱う様々な法令・議会文書のうち、
主要なものについては、それぞれに見合った文書構造
があらかじめ用意されている。Akoma	Ntoso を用い
て記述されるすべての XML 文書は、<akomaNtoso>
から記述が始まるが、その中で文書の種類を選べるよ
うになっている。例えば法律なら、

<akomaNtoso
xsi:schemaLocation=”http://docs.oasis-open.org/
legaldocml/ns/akn/3.0/CSD03	 ../. ./Akoma/3.0/
akomantoso30.xsd">
		<act>
　　（以下、メタデータ、法律名、前文、本文…）

議会の会議録であれば、

<akomaNtoso
xsi:schemaLocation=”http://docs.oasis-open.org/
legaldocml/ns/akn/3.0/CSD03	 ../. ./Akoma/3.0/
akomantoso30.xsd">
		<debate>
　　（以下、メタデータ、日時等の情報、発言…）
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というように、<act>、<debate>、<judgement> な
ど、記述する文書の種類を冒頭に定めて、それに見合っ
た下位のタグを記載していくようになっている。書く
べき文書の内容が世界共通であるからこそ、文書の
フォーマットを決めておいて、そこに必要事項を埋め
ていけば、世界共通水準の法令・議会文書が出来上が
る、という仕組みである。

（4）共通のメタデータスキーマとオントロジー（5）を定
めること

　どの国の議会であっても、議事録には開催日時と場
所が記載されているだろう。また、どの国の裁判所で
あっても、判決文には裁判官の氏名が記述されている
だろう。それだけでなく、例えば文書の保存年限のよ
うな、文書の中身にかかわらず文書そのものが持つべ
き情報も、法令・議会文書には付き物である。このよ
うに、法令・議会文書で当然メタデータとして記述さ
れるべき事項については、Akoma	Ntoso でメタデー
タスキーマが整備されており、さらにオントロジーが
用意されている。
　メタデータを記述するタグ <meta> は、8 つの下位
構造から成るが、その一つである <identification> タ
グの中で、FRBR（Functional	Requirements	for	Bib-
liographic	Records）（CA1665 参照）に対応した記述
を行うこととなっている。Akoma	Ntoso で扱われる
文書は、以下のように記述される。

<FRBRWork>	（著作）
当該情報に関する抽象概念（例：2014 年法律第 1 号）

<FRBRExpression>	（表現形）
著作に関する各バージョン（例：起草時原案、英語版）

<FRBRManifestation>	（体現形）
表現形に関する、電子的あるいは物理的なフォーマッ
ト（例：XML 形式、PDF 形式）

<FRBRItem>	（個別資料）
体現形のフォーマットで示される、電子的あるいは物
理的実態（例：あるサーバーに置かれたファイル、特
定の冊子）

　法律の版管理ができることは極めて重要であり、
FRBR に基づいた運用とすることでそれを容易にして
いる。例えば、ある特定の法案が同時に複数の委員会
で審議されて手が加えられているような場合であって
も、<FRBRExpression> に日付やステータスを書き
込むことができるようになっている（6）。

　また、オントロジーの語彙は法令の専門家による活
用に堪えるものとなっており、さらに各国議会や裁判
所のニーズに応じて追加できる拡張性も備えている。

（5）引用と相互参照のための共通スキーマを定めるこ
と

　Akoma	Ntoso の命名規則と文献参照のメカニズム
は、永続的に、かつ該当する文書の保存場所を問わず
に、特定の文書が一意に参照されることを目指してい
る。あらゆる法令・議会文書が Akoma	Ntoso に基づ
いて記述されていれば、判決文の中で法律にリンクを
貼ることも、自国の議会の議事録の中で全アフリカ議
会の議事録に言及することも、簡単にできる。さらに、
法案の起草や判決文の作成の際にも、過去の事例に簡
単にアクセスすることができるようになる。

　Akoma	Ntoso の実装は、Akoma	Ntoso と同様に、
国連経済社会局によるアフリカ諸国の議会情報整備支
援プロジェクトである Bungeni（7）によって行われてき
た。当初は、オープンソースとして開発されていた
OpenOffice.org	Writer へのアドオンとして Bungeni	
Writerが開発された（8）が、現在のBungeniはWebベー
スのものになっている（9）。Akoma	Ntoso がオープン
スタンダードであるのと同様、Bungeni もオープン
ソースである。すなわち、オープンスタンダードとオー
プンソースの両面から、アフリカ諸国議会を支援する
ことで、議会による情報発信が強化され、議会運営の
透明性が増し、市民による議会活動への関心と参加が
促される、という見立てである。

【世界に広まる Akoma Ntoso】
　当初はアフリカ諸国の立法活動を支援するための
Akoma	Ntoso であったが、現在では国際標準化の動
きが進められており、ヨーロッパ、南米、そしてアジ
アにまでもその取り組みが紹介されている。
　標準化の主体となっているのは、OASIS（Organiza-
tion	for	the	Advancement	of	Structured	Information	
Standards）である。1993 年に SGML の標準化を目
的として結成された非営利の業界団体（当時は SGML	
Open と称した）である OASIS には、世界各国の 600
を超える業界団体から 5,000 名を超える会員が参加し
ており、OpenDocument	Format など、ビジネス分野
を中心とした様々な規格の標準化を行っている。
　2012 年、Akoma	Ntoso の標準化を検討するための
会 議 体 LegalDocumentML	Technical	Committee（10）

が OASIS に設置され（11）、各国の企業や大学の研究者
が参加した。その成果は、2013 年に OASIS の手によ
る最初のバージョンである、Akoma	Ntoso3.0 として
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公開された。以後も度々微修正が加えられており、現
行の最新版は、2014 年 1 月版の CSD08	AN3.0（12）であ
る。2014 年末までには、Akoma	Ntoso は OASIS に
よる公式規格として認証される予定である（13）。
　既に、欧州議会、イタリア元老院（上院）及びチリ
議会図書館で Akoma	Ntoso を用いたシステムが実装
されている。また、ウルグアイ、スイス、ニカラグ
ア、香港、ケニアなど各国・地域の政府機関において、
Akoma	Ntoso を活用したシステムの構築が進められ
ている（14）。例えば、欧州議会では、Akoma	Ntoso	を
用いた Web ベースでの法令等修正管理ツールであ
る AT4AM（Automatic	Tool	for	AMendments）が、
2010 年 2 月から稼働しており、2013 年 2 月には 25 万
件の処理を達成した（15）。2013 年 3 月には、オープン
ソース化された AT4AM	for	All が公開された（16）が、
その開発には Bungeni の開発チームが係わっており、
AT4AM	for	All は Bungeni の派生形の一つとして見
ることができる（17）。Akoma	Ntoso の当初の目的とは
異なり、欧州議会に対して改めて運営の透明性を問
題視する必要はないと思われるが、欧州議会にはベ
ンダーロックイン（18）の回避という重要な課題があり、
Akoma	Ntoso はその解決策の一つとして注目されて
いるのである（19）。
　また、2014 年 3 月には、イタリア・ボローニャ
大学のパルミラーニ（Monica	Palmirani）准教授
率いるチームが開発した XML 文書エディタ LIME

（Language	Independent	Mark-up	web	Editor）（20）が、
オープンソースとして公開された。このエディタでは
Akoma	Ntosoを扱うことが可能になっており、Web 上
では英語・スペイン語・イタリア語・ルーマニア語・ロ
シア語の 5 か国語による体験版を使うこともできる（21）。
LIME に一般的な文書エディタで用いられる形式の
ファイルを投入すれば、適切なマークアップを施し
たうえで、HTML や XML、PDF、EPUB といった、
Web 上で流通するにふさわしい形式のファイルに簡
単に変換することができる。
　さらに、欧州連合の第 7 次研究枠組み計画（FP7）（22）

による資金支援の下で行われる研究プロジェクト
EUCases（23）は、より大規模なものである。2013 年 10
月から 2 年間の予定で開始されたこのプロジェクトで
は、構造論的及び意味論的分析を経た上で、EU 加盟
諸国の多言語から成る法律文書を Linked	Open	Data
に変換し、EU を統一する法律及び判例法のプラット
フォームを作ろうとしている（24）。用いられる XML ス
キーマは Akoma	Ntoso であり、2014 年 6 月までに詳
細な規格解説書がまとめられた（25）。Akoma	Ntoso は、
将来的な構想である Legal	Semantic	Web にも対応し
得るものであるとされる（26）。

　一方、米国議会図書館（Library	of	Congress:		LC）
も Akoma	Ntoso 普及の取り組みを進めている。2013
年 7 月、LC は米国政府の懸賞金プロジェクトに関す
るポータルサイト ”Challenge.gov” で、5,000 ドルの
懸賞金を懸けたプロジェクトを周知した（27）。課題は、
Akoma	Ntoso を使って、米国議会での指定された 4
法案をマークアップせよ、というものである（28）。同
年 10 月までに 3 名から応募があり、マンジャフィコ

（Jim	Mangiafico）氏が最優秀に選ばれた（29）。
　同年 9 月には、第 2 回として、15,000 ドルを懸け
た募集を行った。英米 4 つずつ、両国独自の XML ス
キーマで書かれた法案を題材に、両国のスキーマを
Akoma	Ntoso にマッピングするという課題（30）で競っ
た結果、5 名の中から第 1 回と同じくマンジャフィコ
氏が第 1 位として 10,000 ドルを獲得、第 2 位のシュー
レ（Garrett	Schure）氏には 5,000 ドルが贈られた（31）。
言うまでもなく、この取組みは単なる懸賞金争いで
はなく、LC は参加者に対して、Akoma	Ntoso の運
用に関するフィードバックを求めている。今後 LC が
Akoma	Ntoso を採用したシステムを構築するかどう
かは定かではないが、懸賞金プロジェクトは実用化を
見据えた動きであろう。
　このように、Akoma	Ntoso は、その構想の開始から
10 年の間に、活用に関する十分な実績を重ねてきた。
この取り組みは、国際連合と列国議会同盟（IPU）（32）

による「世界電子議会レポート 2012」でも取り上げ
られており（33）、今後も、アフリカや欧州だけでなく、
世界各国での法令・議会文書の電子化に少なからず影
響を与えるものであると考えられる。

【日本の状況は？】
　法令・議会文書の XML 化とその活用については、
日本でも研究が行われている。例えば、北陸先端科学
技術大学大学院の片山らは、平成 16 年度に開始され
た 21 世紀 COE プログラム「検証進化可能電子社会」
の中で、主要な研究課題の 1 つとして「法令工学」を
提唱した。法令工学とは、「法令がその制定目的にそっ
て適切に作られ、論理的矛盾や文書的問題がなく、関
連法令との整合性がとれていることを検査・検証し、
法令の改定に対しては、矛盾なく変更や追加削除が行
われることを情報科学的手法によって支援すること
を目的とする学問分野である」と定められている（34）。
すなわち、法令文書を、コンピューターがその意味を
解釈できるような論理式に変換することで、法令内や
複数の法令間で矛盾する記述があればそれを自動的に
検出したり、法令に改正があれば他の法令にもその影
響が波及するかどうかを自動的に調べたりできるよう
にするというものである。法令文を自動的に論理式に
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変換する研究も行われている（35）。
　名古屋大学の角田は「法制執務の作業を念頭に置い
て、立法過程の作業やルール作り一般の作業に IT を
導入すること」を提案し、これを e-Legislation と呼
んでいる（36）。作業過程をシステム化することについ
て、
・	法制執務の作業の効率化とその正確性の向上
・	法令案や条例案の作成の簡易化による、一般市民の

政策立案への参加の促進と立法過程に関する手続き
の透明化

・	客観化とデータの共有による、定量的分析のための
素材提供

・	意味構造を反映した形で電子化することによる、制
度の流用や輸出の容易化

といった長所を挙げている（37）。
　これらの例のように、情報工学の観点から法情報の
整備や法令執務の支援を行おうとする研究は日本にも
ある。わかりやすく、また誰が読んでも誤解すること
なく、さらに既存の法令と矛盾することのない法令文
書を作成するには、見出しの文字数から用語の定義、
条文の順番、内容に関する細かい解釈に至るまで、し
ばしば「職人芸」と称される程高いレベルの知識と技
術を必要とするものであり（38）、コンピューターによ
る支援が実現すれば、その効果は大きいだろう。
　また、各種法令・議会文書のテキストデータの公開
も進められている。国立国会図書館は、衆参両院事務
局と合同で 2001 年から「国会会議録検索システム」（39）

をインターネット公開している。同年から総務省行政
管理局は「法令データ提供システム」（40）を公開してい
るほか、条約（41）や英訳版の法令（42）など、様々な法令
文書が政府によってインターネット上で公開されてい
る。地方自治体の条例や、地方議会の会議録も、イン
ターネットでの公開が一般的になりつつあり、その中
には単なる PDF ファイルの列挙ではなく、何らかの
検索システムを備えているものも多い。条例について、
前述の角田は、自治体横断的に比較分析を行い、新た
に条例の制定を検討する際の参考に使えるシステムを
公開している（43）。また、会議録については、音声デー
タの文字起こしから Web での公開をパッケージとし
て販売しているベンダーもある。
　しかし、本稿の執筆にあたって筆者が調査した限り
では、日本で Akoma	Ntoso を活用した法令・議会文
書の XML 化の取り組みは見つからなかった。法令・
議会文書の記述について標準化された XML スキーマ
が用いられていなければ、たとえ XML で記述されて
いるとしても、その書き方はシステムごと・研究者ご
とにバラバラになってしまう。もし日本のあらゆる法
令・議会文書が特定の XML スキーマに基づいて管理

されていれば、横断検索のみならず、実務的にも学術
的にも大きく発展することが期待できる。もちろん、
その時に Akoma	Ntoso が役立てられるのであれば、
まずは日本の法令・議会文書のいくつかを Akoma	
Ntoso で書いてみるなど、検討が必要である。
　今後、Akoma	Ntoso は日本でも普及が進むのだろ
うか。日本における法情報学の研究成果が、Akoma	
Ntoso を用いて世界的に発信されることはあるのだろ
うか。動向が注目される。

（ 1 ）	西アフリカに住むアカン族の言葉で、理解と同意の象徴と
される「結ばれたハート」を意味する。また、Architec-
ture	for	Knowledge-Oriented	Management	of	Any	Norma-
tive	Texts	using	Open	Standards	and	Ontologies の略でも
ある。
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